
Ｇ７教育大臣会合富山県委員会 事業報告 
 

１ 教育大臣会合支援事業 

（１） 学生ボランティアの募集 

・富山を訪れる会合関係者等の滞在を支援する学生ボランティアを募集した。 

・学生１４名が、富山駅やエクスカーション訪問先などで、通訳補助業務に従事した。 

（２） 総合案内所の設置 

・各国代表団や報道関係者等を対象に総合案内所を設置した。 

設置場所：富山駅南北自由通路、富山空港、富山国際会議場 

 

２ 機運醸成・おもてなし事業 

（１） ロゴマークの作成、スローガンの作成 

・富山大学の学生が中心となって「ロゴマーク」を作成するとともに、富山大学と金沢美術工芸大学

の学生が連携し「ポスター」を作成した。 

・会合の開催を県民の皆様に「自分ごと」と感じていただき、開催機運醸成が図られるよう、スロー

ガン「学びの未来をはじめよう」を作成した。 

（２） ＰＲ・広報 

① カウントダウンボード（県庁、富山市役所） 

・開催１００日前を記念し、カウントダウンボードを設置した。 

② ＬＲＴラッピング（３両） 

・富山市内を走る路面電車の外装・内装に公式ロゴマークを取り入れた特別ラッピングを施し、運行

した。 

③ バナーフラッグ 

・富山駅構内及び富山市中心部の街路においてバナーフラッグを掲出した。 

④ シティスケープ広告 

・富山市中心部のバス停や交差点、富山駅南北自由通路の柱において、広告を掲出した。 

⑤ 懸垂幕及びモニター等での広報 

・富山市役所での懸垂幕、富山県民会館及び富山駅新幹線改札内モニターでの動画放映、県及び富山

市公用車へのマグネットシート貼付などにより広報を行った。 

⑥ 富山空港での歓迎ボード等の設置 

・空港において、歓迎ボード、コンコースフラッグ、大型モニターを活用し広報を行った。 

⑦ フラワーハンギング 

・会合開催期間、街路のハンギングバスケット花卉を特別仕様で装飾した 

⑧ オリジナルグッズの作成 

・缶バッジやピンバッジ、コースター、ステッカー、コングレスバッグを作成し、関連イベント等で

活用するなど、開催機運の醸成を図った。 

（３） 富山城址公園でのおもてなし 

・会合の休憩時間中、会合関係者が富山城址公園を訪問し、甲冑着用体験や富山城内見学、呈茶体験を

楽しんでいただいた。 

（４） 高校生による花のおもてなし 

・富山駅南北自由通路にあるフロアシャンデリアにお花を並べ、会合のシンボルマークを作成した。 

（中央農業高校、小矢部園芸高校） 

・ＪＲ富山駅２階に、枯山水のミニ庭園を作成した。（中央農業高校） 

・あいの風とやま鉄道石動駅前に「Ｇ７」を表すお花の装飾を行った。（小矢部園芸高校） 

議案１ 



（５） 地元主催夕食会の開催 

  ・県内の子供たちによる和太鼓や踊り、学生による演奏披露により会場を盛り上げるとともに、高低

差 4,000ｍの地形が生み出す富山の多彩な食の魅力をアピールした。 

  ・各国・機関の代表へ、富山の工芸品のオリジナルセットを記念品として贈呈した。 

期 日：５月１３日(土) 

会 場：ANAクラウンプラザホテル富山 

参加者：140名（Ｇ７各国代表団、主催者、地元関係者） 

（６） 会合関係者への食のおもてなし 

  ・会合を取材する報道関係者へのおもてなしとして、学生が作ったお弁当やお菓子を提供した。 

（富山調理製菓専門学校） 

（７） 富山駅でのお見送り 

  ・本県での会合を終えた各国大臣たちを「見送りおわら」でお見送りした。 

 

３ 富山のブランド発信事業 

（１） 各国大臣向けエクスカーション 

  ・小・中学校の教育現場や文化施設を訪問し、本県の高い教育力や先進的な教育の取組みに加え、文化

芸術等を各国大臣等に発信した。 

   実施日：５月１２日（金） 

訪問先：芝園小学校、高志の国文学館、八尾中学校、富山市ガラス美術館 

   参加者：カナダ、米国、ドイツ、ＥＵから17名、文部科学省は4名が参加 

（２） 会合関係者向けエクスカーション 

  ・会合関係者に向け、多少ゆったりとした行程で、県内の歴史文化を発信した。 

   実施日：５月１３日（土） 

訪問先：富山ガラス工房、内川散策、運龍山 勝興寺、能作、新港大橋（車窓より） 

   参加者：Ｇ７参加国代表団関係者２名 

（３） プレスツアー 

 ・会合に先立ち、石川県と連携し在京海外メディアを誘致し、両県の歴史と伝統、文化などを発信した。 

   実施日：４月２０日（木）～２１日（金） 

訪問先：雲龍山 勝興寺、富山県美術館、Taizo Glass Studio、グラス・アート・ヒルズ富山、富山市

ガラス美術館 

   参加者：９名 

（４） とやま情報コーナー 

  ・会合の会場である富山国際会議場において、県・富山市の教育の取組みや、県内市町村の情報を紹介

する展示パネルを設置し、本県の魅力を幅広くＰＲした。 

 

４ チアアップ事業 

 ・開催機運の醸成やおもてなしにつながる事業を募集し、以下の事業をチアアップ事業として実施した。 

  富山エフエム放送㈱「G7教育大臣会合PRラジオ番組」 

㈱北日本新聞社「私たちのウェルビーイング・ユースフォーラム」 

富山県PTA連合会「富山県PTA連合会版Ｇ７子どもフォーラム」 

㈱LX DESIGN「富山教育みらい会議～ポストコロナの教育とウェルビーイングを考える～」 

㈲マツダ「サプライズ花火」 

 

 



５ 富山・金沢こどもサミット（公式サイドイベント） 

（１） 事前学習会 

  ・富山市内の各中学校25の代表と県内高校生５名の計30名が、よりよい未来を生み出すために、自分

達自身ができることについて、５つのグループに分かれて議論した。 

   実施日：２月４日（土）   会場：TOYAMA SAKURAビル 

  ・その後、金沢市中学生とオンラインでの意見交換会を行い、宣言書の整理を行った。 

（２） 富山・金沢こどもサミット（本番） 

  ・「自分と社会のよりよい未来を創るために私たちができること」について、各グループで協議してき

たことを発表した。 

・宣言案の発表、採択を経て、宣言書を文部科学省と開催市に提出した。 

   実施日：３月１９日（日）   会場：パレブラン高志会館（石川県とオンライン中継） 

（３） 大臣会合での意見交換 

  ・３月の富山・金沢こどもサミットに参加した中学生の代表10名（富山５名、金沢５名）が、Ｇ７各国 

  大臣等と意見交換を行った。 

  ・宣言に込めた思いや活動を通して感じたことについて英語でスピーチしたほか、コロナ禍の学校生活

やこれからの教育への期待などについて各国の関係閣僚から質問され、積極的に発言した。 

 

６ 関連事業 

  ・会合の開催を契機とした、県・富山市主催の様々な関連イベントを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 未来につなげる取組み 

  ・会合の開催記録を紹介するメモリアル事業を実施した。 

① フューチャーシティ ファボーレ 

     期間：６月３日（土）、４日（日） 

     内容：会合の概要を写真ベースでまとめた16枚のパネルを展示 

② 高志の国文学館 

     期間：６月７日（水）～18日（日） 

     内容：会合の概要を写真ベースでまとめた15枚のパネルを展示、記念品の紹介、記録映像を放映 

③ 富山市ガラス美術館 

     期間：６月６日（火）～25日（日） 

     内容：会合での子供たちの活躍を幅広く紹介する写真を展示、バナーフラッグ等の制作物を展示、

記録映像を放映 

 


